
◇作品タイトル：

◇登場人物： 女1 男1 男2 男3

・問題の発生と解決

・きっかけ

・制限と解放

・誰がやるか（キャラクター設定＝行動）
・エピソード（行動）

・心の変化

理想的な女の子

冒頭 結末

三人の男にとって理想的

な女の子が存在する

男たちの理想を押し付け過

ぎて女の子を追いつめ、自

殺させてしまう

問題の発生

問題の解決

きっかけ 理想の女の子に釣り合う

には自分を磨くべきだと思

い、自分たちの得意分野

を伸ばす
制限

解放

女の子が自分に振り向いてくれない

告白しても断られる

再度女の子へ言い寄る自身をつける

女１

男1

男2

男3

誰が

どのように

心 変化前

彼女は全てが理

想的で、自分たち

はそれに釣り合っ

ていない

男の理想を押し

付けられ、現実の

自分を見てもらえ

自分たちの勝手

な理想の押し付

けで彼女を苦しめ

追いつめたことに

気付き、絶望し後

悔の念に捕らわ

れる

エピソード

男たちにとってすべてが理想的な女の子がいた

告白するも、応じてはくれない

男たちは自分が彼女に釣り合っていないからだと思い、自

分磨きを始める

改めて彼女へ告白をするが、彼女は男たちが語る彼女像

を否定し、男たちの理想の押し付けが彼女を苦しめている

と訴える

だが、妄信的に彼女を慕っていた男たちはそれを理解せず、

頑なに自分たちの理想を押し付け続ける

結果、彼女は現状の苦しみに耐え切れず、自らの命を絶つ

自分磨きをし、女１へ言い

寄る



女1

告白する

自分が彼女と

釣り合ってい

苛立

理想的な女の

子がいる

男1・2・3

自分磨きをす

振られる 自分磨き

プロローグ

モノローグ調で理

想の女１を語る

男3人の自分磨き

エピソードをコミカ

ルにテンポ良く

男たちを振る

再度告白をす

る

終盤

男達が妄信的な理想を押し付け、女はそれに苦しみ、突発的に自殺する

自分の理想である彼女

であれば今の自分と付

再度告白をす

誰かと付き合

うつもりはない

自分が望んでるわ

けではないのに男達

から言い寄られる、

男たちは自分に勘違いしてるだ

けだが、複数の男に言い寄られ

る女は同性に嫌われ、苛めを受

登校拒否になり、嫉妬で苛めて

きた女たちと原因を作り出した

勝手な男達を恨み蔑み、また、

女に拒否され

る

彼女が醜いはずがない

全てにおいて素晴らし

女の言葉を否定して

自身の理想の人格

を押し付ける

誰にも理解されない、内面を観

ようとされない自分が孤独であ

ることに気付き、絶望感に飲ま

自分は醜い感情を持っ

た人間であり、男たち

の思うような素晴らしい

身勝手でひどい男たちを憎み、かつ、本当の

自分を理解してほしい

女は自殺する

エピローグ

彼女の墓前

何年もたった後であり、毎年男たちは命日にここに来て

いた

自分勝手に女に理想を

押し付け追いつめてし

毎年墓に参り、当時を振

り返ってその罪を心に刻

む

自分のアイデンティティを確立できず、しようとも思わ

ず、理解される努力も出来なかったのは自分の心の

弱さだった

死ぬことしかできなかった自分が情けなく、そのため


